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• 概要： 食の多様性への理解を促進するカードゲーム「フードダイバーシティ・ポーカー」

と、学習支援のためのブックレットを制作し、大学生や社会人を対象とした試遊型WS

を通じて、その学習効果を検証した。

• 方法： 試作品の試遊（3回）、完成品の試遊（3回）を、Ⓐ食に関心のある集団、Ⓑ食に

関心のない集団を対象にそれぞれ実施。インタビューで学習効果を確認した。

• 結果： ルールとメカニクスが確立された段階のWSでは、参加者の食の多様性に対す

る理解と関心が向上（ブックレットへの言及もあり）。一方、試作段階のWSでは、学習

効果は限定的で、参加者の関心は主にゲームのルールのわかりやすさに集中。

• 結論： ゲームの試遊と改善に向けた議論を通じた参加者の学習効果を確認。ただし、

試作段階での試遊は学習効果が限定的であるため、ルールやメカニクスの確立は重

要。今後は、高校生など他の対象層に展開し、さらなるデータ収集を行う。
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WSでブックレットも更
新された。この分類は
第4回のWSのフィード
バックで得られたもの
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